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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
594

　　　179,039
11,923

世帯

つくりだそう自治の力で明るいまちを

田
所
会
長
あ
い
さ
つ

（
要
旨
）　

皆
様
方
に
は
休
日
の
何
か
と
お

忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
参
加
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
会
員
の

皆
様
方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
自

治
会
大
会
が
盛
大
に
開
催
で
き
ま

す
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

自
治
会
連
合
会
は
、「
自
治
は

笑
顔
と
協
働
か
ら
」
の
合
言
葉
を

も
と
に
自
治
会
の
相
互
連
携
、
さ

ら
に
は
行
政
と
の
協
働
を
通
じ
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
心
が
け

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
友
好
都
市
の
大
船
渡
市
の
た

め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い

と
考
え
３
月
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
ご
参

加
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

こ
で
集
ま
っ
た
皆
様
方
の
お
気
持

ち
を
持
っ
て
、先
週
大
船
渡
市
に

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
、
被
災
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
建
物
や
ガ
レ
キ
の
山

を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
被
災

さ
れ
た
方
の
こ
と
や
復
興
へ
の
遠

い
道
の
り
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
見
た

と
き
と
は
違
う
思
い
が
い
た
し
ま

し
た
。
ロ
ビ
ー
に
は
、
そ
の
と
き

の
写
真
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
絆
が
大
切
だ
と
言
わ
れ

ま
す
。
自
治
会
活
動
は
、
交
通
、

防
犯
、
防
災
、
生
活
環
境
、
福
祉
、

青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、
多
岐

に
渡
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の

皆
様
方
が
協
力
し
あ
っ
て
、
活
動

に
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
地
域
発
展
の
た
め
に

永
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
賜
り
ま
し

た
方
々
に
、
自
治
会
連
合
会
と
し

て
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
感
謝

状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ

た
皆
さ
ま
、

誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

第
２
部
の
後
半
は
、
相
模
原
市

立
相
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
素
晴

し
い
演
奏
に
加
え
、
部
員
の
コ
ミ

カ
ル
な
司
会
、
三
味
線
や
ダ
ン
ス

等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
加
え
た

演
奏
や
演
出
に
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

所
の
地
震
分
野
の
専
門
研
究
員
の

伊
東
博
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
相

模
原
市
に
影
響
の
あ
る
地
震
と
そ

の
心
構
え
に
つ
い
て
」
と
題
し
ま

し
て
、
神
奈
川
県
に
起
こ
る
地
震

の
想
定
と
相
模
原
市
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
地
域
活

動
功
労
者
と
し
て
、
個
人
116
名
、

10
団
体
、
退
任
理
事
３
名
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
部
の
前
半
で
は
、

講
師
に
神
奈
川
県
温
泉
地
学
研
究

７
月
７
日
（
土
）
市
民
会

館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成

24
年
度
自
治
会
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
相
模
原
市
長
を

は
じ
め
、衆･

参
議
院
議
員
、

県･

市
議
会
議
員
な
ど
の
ご

来
賓
及
び
多
く
の
自
治
会
員

（
敬
称
略
）

小
　
　
山

藤
野
　
英
樹	

内
藤
　
末
松

本
間
　
　
充	

大
畑
　
誠
司

清
　
　
新

山
中
　
森
勝	

丸
岡
　
啓
治

柳
瀬
　
一
路	

船
田
　
慎
子

横
　
　
山

原
田
　
眞
澄	

櫻
井
　
勝
正

長
谷
川
広
実

中
　
　
央

矢
光
　
喜
則	

東
使
　
敏
二

平
山
　
　
彰	

佐
藤
　
三
郎

梶
谷
　
光
男	

今
井
与
四
郎

星 

が 

丘

伊
藤
　
栄
作

光 

が 

丘

阿
部
　
明
博	

中
禮
　
和
海

阿
部
　
俊
夫	

鈴
木
　
勝
雄

川
畑
　
　
旭

橋
　
　
本

髙
橋
　
健
男	

𠮷
岡
　
知
彦

三
木
　
孝
夫	

渡
邉
　
慎
一

細
谷
　
一
郎	

佐
々
木
文
雄

大
野
　
良
三	

近
藤
　
直
禧

原
　
　
正
昭

大 

野 

北

石
田
　
恭
一	

野
﨑
　
伸
吾

矢
口
　
芳
昭	

鎌
田
淳
一
郎

田
村
　
明
夫	

小
松
崎
眞
一

鈴
木  

　
進

大 

野 

中

齊
藤
　
利
幸	

樺
澤
　
嘉
博

渡
邊
　
　
泰	

村
井
　
　
巖

小
方
　
　
實	

木
村
　
信
吉

土
田
　
裕
之	

大 

野 

南

齊
藤
　
信
行	

青
木
　
豊

加
賀
ト
モ
コ	

川
崎
房
二
郎

伊
東
　
正
一	

古
谷
　
チ
エ

菅
井
　
武
伯

大
　
　
沢

菅
原
　
作
治	

安
西
　
末
男

榎
本
　
眞
一	

榎
本
　
保
夫

杵
渕
　
富
治

田
　
　
名

木
下
　
國
博	

榎
本
　
茂
正

田
上
　
　
明	

金
井
　
勝
男

上
　
　
溝

田
中
　
一
夫	

三
代
　
宏
次

井
上
　
廣
二	

山
口
　
隆
夫

麻
　
　
溝

井
上
　
元
義	

岸
　
　
惣
司

長
谷
川
秀
行	

大
場
　
信
之

木
元
　
正
秀

新
　
　
磯

野
頭
　
重
一	

飯
田
　
　
博

佐
宗
　
賢
己	

宮
川
　
直
丈

安
藤
　
義
三

相 

模 

台

堀
越
　
義
男	

中
村
　
　
明

花
坂
　
弘
子	

佐
藤
　
　
晃

高
山
　
雅
道	

山
後
　
辰
夫

山
口
　
俊
一	

溝
呂
木
敏
昭

相 

武 

台

曽
山
　
正
人	

八
田
　
邦
夫

田
近
　
宝
蔵	

香
川
　
幸
子

饒
田
美
由
紀	

上
甲
　
正
史

東
　
　
林

嘉
松
　
　
晧	

黒
川
　
康
弘

大
紺
　
正
昭	

秋
山
　
季
猷

寺
澤
　
高
志

城
　
　
山

金
子
　
肇	

山
下
　
利
麿

齋
藤
　
弘
文	

神
藤
　
正
一

津 

久 

井

𦚰
本
　
享
助	

吉
田
　
　
孟

有
田
　
哲
夫	

小
澤
　
研
二

小
澤
登
己
夫	

小
河
原
祐
二

相 

模 

湖

中
村
　
一
男	

江
藤
　
雅
文

永
井
　
宏
一	

岩
田
　
勝
彦

江
藤
　
博
之

藤
　
　
野

大
塚
　
　
章	

田
村
　
明
雄

福
西
　
　
曉	

野
﨑
　
　
隆 

小
俣
　
佳
平	

清
水
　
　
洋

 

功
労
表
彰
者
（
団
体
）

中
央
三
丁
目
自
治
会	

（
中
央
）

星
が
丘
一
丁
目
自
治
会	（
星
が
丘
）

緑
が
丘
二
丁
目
自
主
防
災
隊	

（
光
が
丘
）

小
山
寿
町
自
治
会	

（
橋
本
）

淵
野
辺
一
丁
目
自
治
会
（
大
野
北
）

西
堀
自
治
会	

（
麻
溝
）

下
磯
部
囃
子
保
存
会	

（
新
磯
）

相
武
台
グ
リ
―
ン
パ
ー
ク
自
治
会
連
合
会	

（
相
武
台
）

自
治
会
法
人
中
沢
自
治
会
（
城
山
）

阿
津
自
治
会	

（
相
模
湖
）

 

退 

任 

理 

事

佐
藤
　
彰
夫	

（
清
新
）

野
中
　
　
保	

（
星
が
丘
）

鯉
登
　
　
茂	

（
橋
本
）

　
功
労
表
彰
者
（
個
人
）

表　彰　者

自
治
は

笑
顔
と

協
働
か
ら

自
治
は

笑
顔
と

協
働
か
ら

相模原市立相陽中学校 吹奏楽部相模原市立相陽中学校 吹奏楽部

　東日本大震災の被災地を支援する曲目
の演奏や募金活動にも取り組んできた
吹奏楽部の皆さんですが、この大会の
後、相模原市の代表として、神奈川県
吹奏楽コンクールで金賞を受賞され
ました。
　また、新たに音楽劇に取り組んでお
り、吹奏楽と合唱と演技による楽しい
発表を来年の３月30日（横浜）・31日
（橋本）に披露される予定です。



私
達
が
、
平
成
24
年
度
相
模
原
市

自
治
会
連
合
会
役
員
・
理
事
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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◦
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
内
容

を
、
自
治
会
自
ら
が
積
極
的

に
情
報
発
信
し
よ
う
。

中央区会場　６月16日（土）

○虹ヶ丘自主防災隊　『独立自主防災隊の設立にあたって』（午前・午後）
　自治会の役員とは独立したメンバーによる自主防災隊の設立時の活動に
ついて聞きました。 「阪神淡路大震災では、約８割の人が近隣の力で救出さ
れたそうです。“いざ” という時は、地域（近所）の力がとても重要！災害
発生時は、行政、消防には頼れない、助けられたり助けたり、皆で助け合い
ましょう！」という言葉で締めくくられました。

（参加者の意見・感想）
◦本当に役に立つ防災組織を真剣に考えていることが伝わってきました。
◦役員が変わっても防災活動ができるようなマニュアル作りを考えています。

南 区 会 場　６月23日（土）

○麻溝地区自治会連合会『麻溝地区における防災対策』（午前）
　麻溝地区連合自主防災隊主催の防災訓練や昨年作成した防災マップ、防災
協議会の設立について聞きました。防災マップの裏面は防災ガイドになって
いて、自治会未加入世帯にも配布し自治会加入促進を図っており、マップに
は「あなたも地域の一員！自治会に加入して災害に強いまちづくりを一緒に
作りましょう」のメッセージがありました。

（参加者の意見・感想）
◦これだけの取組みを行う熱意に感心します。
◦とても良い事例でした。これからの対応が大変だと思いました。

○自治会法人相武台団地連合自治会『災害時要援護者避難支援事業』（午後）
　地域の援護が必要な人を把握し、ボランティアを募集し、担当者を決め、
第2回説明会や要援護者とボランティアの顔合わせ等を行った6日後に、東
日本大震災が発生。ボランティアは即活動を行い、ボランティアの顔を見て
災害時要援護者の皆さんが安心したこと等、災害時要援護者避難支援事業の
取組みについて聞きました。

（参加者の意見・感想）
◦ボランティアなどの共助体制、行政に頼らず独自の活動が良い。
◦高齢者を今後いかに自治会活動の中で支援していくかが問題

緑 区 会 場　６月24日（日）

○阿津自治会『年間行事における特色ある取組みと今後の課題』
　様々な年間行事や、特色ある取組みとして「夜間防災訓練」「地域座談会
の開催」、「高齢者世帯の継続加入」「未加入世帯に対する加入促進」など、
今後の課題と課題解決への取組みについて聞きました。

（参加者の意見・感想）
◦特色ある取組みと今後の課題は、実態・現状を素直に反映したもので価値

が高いと思う。
◦草刈り等の作業回数と、その参加者が多いことに驚きました。

６
月
２
日
（
土
）、
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
け
や
き
会
館
で
各
地

区
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
が
出
席

し
、
平
成
24
年
度
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
出
席
68
名
、

委
任
状
提
出
33
名
）

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い

た
加
山
市
長
、
中
村
市
議
会
議
長

及
び
戸
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
荒
川
委

員
（
東
林
地
区
）
及
び
落
合
委
員

（
津
久
井
地
区
）
が
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
自

治
会
大
会
の
出
席
者
が
少
な
い
の

で
、
参
加
者
を
増
や
す
努
力
が
必

要
で
は
な
い
か
」「
被
災
地
の
ガ

レ
キ
の
受
入
れ
に
つ
い
て
個
人
的

に
は
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
が
自
治
会
連
合
会
と
し
て

は
、
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
」
な

ど
、委
員
の
熱
心
な
討
議
の
結
果
、

次
の
議
案
・
報
告
が
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

議
　
案

①
平
成
23
年
度
事
業
結
果
報
告

②
平
成
23
年
度
収
支
決
算
報
告

③
監
査
報
告

④
平
成
24
年
度
事
業
計
画

⑤
平
成
24
年
度
収
支
予
算

　

今
年
度
新
た
に
就
任
さ
れ
た
自

治
会
長
を
対
象
に
、「
新
任
自
治

会
長
研
修
会
」
を
６
月
に
開
催
し

ま
し
た
。
３
日
間
で
４
会
場 

計

６
回
の
研
修
会
に
、
合
計
194
名
の

新
任
自
治
会
長
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、「
相
模
原
市
の
自
治

会
の
概
要
」
や
相
模
原
市
自
治
会

連
合
会
発
行
の
「
自
治
会
活
動
の

手
引
き
」
の
説
明
、
研
修
会
場
周

辺
の
自
治
会
関
係
者
に
よ
る
「
活

動
事
例
紹
介
」、「
グ
ル
ー
プ
討
議
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
自
治
会
活
動
に
お
け

る
悩
み
や
、
自
治
会
が
抱
え
る
課

題
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
新
任
自
治

会
長
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
市
連

役
員
・
理
事
と
し
ま
し
て
も
、
た

い
へ
ん
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
、
簡
単
で
は
あ
り

ま
す
が
、「
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
」
や
「
Ｋ
Ｊ
法
」
に
つ
い
て
、

流
れ
や
ポ
イ
ン
ト
を
研
修
会
資
料

と
し
て
、
配
布
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
様
々
な
場
面
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る

皆
様
に
、
地
域
で
の
グ
ル
ー
プ
討

議
の
参
考
に
ご
活
用
い
た
だ
け
て

い
た
ら
幸
い
で
す
。

　

来
年
度
も
、
地
域
の
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
の
皆
様
に
対
す
る
支
援

の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

理
　
事
　
河
本
　
　
博

大
野
北
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
有
泉
　
健
一

大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

平
成
24
年
度
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
　

理
　
事
　
矢
沢
　
静
雄

大
野
中
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
長
谷
川
　
光
義

上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
八
木
　
次
夫

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
追
切
　
睦
廣

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
坂
本
　
堯
則

相
模
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
佐
藤
あ
つ
子

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
水
戸
　
　
隆

城
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
澤
塚
　
正
史

相
模
湖
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
小
林
　
　
滿

藤
野
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
武
井
　
弘
吉

小
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
小
林
　
茂
裕

横
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
竹
田
　
幹
夫

星
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
代
田
　
　
昭

中
央
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
草
野
　
　
寛

橋
本
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
金
子
　
匡
甫

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
小
野
沢
良
雄

津
久
井
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
計
　
平
林
　
　
清

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
田
代
　
明
寛

清
新
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
岡
田
　
茂
利

新
磯
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
長
　
田
所
　
昌
訓

田
名
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

新
任
自
治
会
長
研
修
会
が

　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

み
ん
な
悩
み
は
同
じ
ね
!

み
ん
な
悩
み
は
同
じ
ね
!

新
任
自
治
会
長
研
修
会
が

　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

各 活 動 事 例 紹 介グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
表
内
容

（
一
部
抜
粋
）

○
「
会
員
が
自
治
会
に
求
め
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
」

　

防
犯（
空
き
家
問
題
）、防
災
、

絆
づ
く
り
（
顔
を
あ
わ
せ
る
こ

と
の
大
切
さ
）、
近
隣
住
民
や

行
政
と
の
協
調
・
連
携
、
地
域

の
問
題
解
決
、
こ
れ
ら
は
、
加

入
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
感
じ
て

も
ら
え
る
項
目
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
わ
か
り
や
す

い
周
知
や
活
動
等
の
場
所
の
提

供
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

加
入
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
粘
り
強
く
説
得
す
る
し
か

な
い
。

○
「
自
治
会
加
入
率
を
上
げ
る
に

は
？
」

◦
役
員
に
な
り
た
く
な
い
、

自
治
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。

◦
子
ど
も
会
に
は
入
る
が
自
治

会
に
は
入
ら
な
い
人
が
い

る
。
子
ど
も
会
に
も
自
治
会

か
ら
助
成
金
が
出
て
い
る
の

で
、
入
っ
て
も
ら
い
た
い
。

◦
役
員
は
大
変
だ
と
考
え
な
い

（
言
わ
な
い
）
で
楽
し
も
う
。

◦
地
域
と
し
て
も
不
動
産
業
者

な
ど
を
巻
き
込
ん
で
、
新
規

加
入
へ
働
き
か
け
よ
う
。

◦
自
治
会
長
も
営
業
マ
ン
に
な

ろ
う
。

◦
自
治
会
長
の
役
割
と
し
て
、

問
題
点
を
会
員
か
ら
聞
い
て

解
決
し
て
い
こ
う
。

◦
自
治
会
未
加
入
世
帯
に
対
し

て
も
夏
祭
り
な
ど
地
域
行
事

へ
誘
っ
て
み
よ
う
。

◦
身
近
な
安
全
安
心
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
作
ろ
う
。

参
加
者
の
感
想（ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

◦
最
近
で
は
珍
し
く
、
楽
し
く
、

ユ
ニ
ー
ク
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

◦
自
分
の
自
治
会
と
同
じ
意
見
が

多
か
っ
た
。

◦
他
の
自
治
会
の
会
長
と
意
見
交

換
が
図
れ
て
良
か
っ
た
。

◦
各
自
治
会
が
全
て
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
良
か
っ
た
。

◦
参
加
前
は
疑
問
だ
っ
た
が
参
加

し
て
得
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

◦
会
長
の
任
期
が
１
年
で
は
問
題

点
を
解
決
す
る
に
は
短
く
、
い

つ
ま
で
も
同
じ
問
題
が
地
域
に

残
っ
て
し
ま
う
。

◦
任
期
１
年
は
良
く
な
い
と
い
う

考
え
も
あ
る
が
、
会
長
に
な
っ

て
初
め
て
知
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
経
験
し
そ
の
後
も
還
元
し

て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
う
。

（午前・午後）
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こ
の
欄
で
は
、
各
界
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
を
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
橋

本
地
区
に
お
住
ま
い
の
「
森
田

之
雄
」
さ
ん
で
す
。

　

森
田
さ
ん
は
、「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
相
模
原
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
」
の
会
長
で
あ
る
と

と
も
に
、「
公
益
社
団
法
人
相

模
原
市
体
育
協
会
」
の
会
長
と

し
て
も
ご
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
橋
本
の
森
田
さ
ん

の
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

相
模
原
市
に
は
、
ず
っ
と
お
住

ま
い
で
す
か
？

　

出
身
は
群
馬
県
で
す
が
、
転

勤
で
昭
和
33
年
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
そ
の
後
は
ず
っ
と
相
模

原
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

森
田
さ
ん
と
い
え
ば
サ
ッ
カ
ー

で
す
が
、
何
歳
ぐ
ら
い
か
ら
始

め
た
の
で
す
か
？

　

最
初
は
、野
球
少
年
で
し
た
。

中
学
生
の
時
に
肩
を
痛
め
て
し

ま
っ
た
の
で
、
高
校
へ
入
学
し

た
時
に
友
達
に
半
強
制
的
に

サ
ッ
カ
ー
部
に
入
れ
ら
れ
、
以

来
サ
ッ
カ
ー
の
と
り
こ
に
な
り

ま
し
た
。

活
動
し
て
い
て
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
サ
ッ
カ
ー

協
会
設
立
時
の
こ
と
で
す
。

　

引
っ
越
し
て
き
た
時
は
、

サ
ッ
カ
ー
協
会
も
無
く
、
民
間

チ
ー
ム
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
し
ば
ら
く
野
球
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
43
年
の
メ
キ

シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
が

銅
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
こ
と
で
、

サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
に
な
り
、
希

望
者
も
多
か
っ
た
の
で
職
場
の

チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。
協
会

設
立
願
の
署
名
を
集
め
、
当
時

の
体
育
協
会
理
事
長
の
田
中
仁

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
持
参
し
、
設

立
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
お
力
を
お
借
り

し
て
「
サ
ッ
カ
ー
協
会
設
立
準

備
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
、
広
報
さ
が
み
は
ら
で

委
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
16

チ
ー
ム
も
応
募
が
あ
り
、
私
を

始
め
、
教
育
委
員
会
や
体
育
協

会
の
皆
さ
ん
も
予
想
外
の
希
望

者
の
多
さ
に
驚
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を

校
庭
に
置
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、初
代
会
長
と
小
学
校
を
回
っ

た
こ
と
も
い
い
思
い
出
で
す
。

様
々
な
活
動
を
す
る
う
え
で
重

要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
ゆ
め
と
情
熱
と
責
任
感
で
す
ね
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
じ
て
、
技
術
だ
け

で
な
く
人
間
と
し
て
成
長
し
て

い
き
ま
す
。
活
動
す
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
は
、
行
政
の
理
解

と
協
力
も
必
要
で
す
が
、
各

チ
ー
ム
や
協
会
の
役
員
、
コ
ー

チ
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
日
々

の
活
動
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
か
ら
、
お
給
料
は
出
ま

せ
ん
が
、仕
事
と
同
じ
よ
う
に
、

情
熱
と
責
任
感
を
持
っ
て
、
一

人
ひ
と
り
が
頑
張
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
頑
張
り
の
対
価
は
何

か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
る
と
き
の
皆
さ

ん
や
子
ど
も
達
の
『
笑
顔
』
だ

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
？

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
「
す
る
ス

ポ
ー
ツ
」「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」「
支

え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。『
自
分
が
住

む
ま
ち
』
の
選
手
や
チ
ー
ム
を

支
え
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性

化
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
の

で
「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
も
普

及
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
ス

ポ
ー
ツ
に
係
わ
り
、
地
域
で
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
も
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

52
森田さん

16

129

413

63

48

508

508 JR横浜線

京王相
模原線

橋本駅

1

２

３

４

６

７

8

9 10

11

12

13

14
15橋本郵便局

大沢小学校

北清掃工場

大沢まちづくり
センター

相原高校

相模原北警察署

相
模
川

←至八王子

至横浜→

JR
相
模
線

★

★

★

★

★★

★

★

★

◎
５◎

★

★

4 相模川自然の村その周辺（ビレッジ若あゆ・
　 清流の里・古民家園・上大島キャンプ場など）
相模川の豊かな自然を全身で感じることができ、春は
桜の見所で紹介もされます。清流の里のレストランで
昼食をいただき、組みひもやストラップ、お菓子などの
さがみはらグッズがいろいろあったので、サブレを買っ
てきました。ロビーでは、作品展が開催されていました。

9 下水道碑（上松並公園） 
10 竣功記念碑（上ノ原公園）
11 歓迎碑（二本松こどもセンター）
12 竣工記念碑（日枝前公園） 　13 二本松
地名にもなった二本松が立っているこの周りには、
さまざまな碑も立っていて、碑を見ていると知ら
なかった歴史に触れ、新しい発見に繋がるかも…
今の二本松は、初代のものではありませんが、
同じところに二本松を残そうとする皆さんの
地域への愛が感じられます。

7 相模原市北公園･北総合体育館･北の丘センター
緑豊かな園内は、早春の梅、初夏のアジサイなど、
花の名所として皆さんに親しまれています。自治会
でバスを借りて訪れた時は、皆さん本当に喜んで
くれました。隣の体育館にはトレーニングルーム、
またその隣の北の丘センターにはプール、各施設では、
さまざまな教室も開催していて、気軽にスポーツ・
レクリエーションも楽しめます。

8 笹野家の長屋門（市登録有形文化財）
長屋門は自分の屋敷の周囲に、家臣などのための長屋
を建て、その一部に門を開いて、一棟とした物が長屋
門の始まりで、その後、広く利用されるようになり、
明治以後は富農の家屋敷にも作られるようになった
そうです。この門は、桁行6.5間（約11.8m）、梁行
２間（約3.6m）、軒高12尺（約3.6m）で、中規模
の長屋門です。私達は見学できて良かったですが、
保存し続けるのは大変だろうなと思いました。

6 六地蔵
地名にもなったお地蔵さまが、道行く人や車を静かに
見守っているようです。その昔は、甲州（山梨県）の商人
が久保沢を経て横浜に生糸を運ぶ重要街道だったそうです。

5 下九沢分水池
横浜・川崎市の飲み水などの上水道のほか
工業用水にも使われている水は、ここから
送られていることを知りました。初めて
見ましたが、円形分水で、大きくて、
おもしろいカタチをしていました。

15 インナーガーデン（ミウイ５階）
駅ビルの中の緑に囲まれた空間で、クリスマスシーズン
には、大きなツリーも飾られ、日々大勢の人が利用してい
ます。すぐ上には橋本図書館、その上には杜のホールと、
情報の収集や文化活動にも触れることができるエリアです。

14 ソレイユさがみ（男女共同参画推進センター）
女性も男性も活き活きと暮らせる社会を目指す拠点として、
講座やイベントの開催、女性の悩み相談などを行ってい
るほか、会議や料理などのための各種セミナールームの
貸出や図書・DVDの貸出のほか、学習や交流のために
気軽に利用できるオープンスペースもあります。

ヤツボ（1古清水 2水場 3中ノ郷）
段丘崖から湧き出る水を溜め、生活用水として利用
していた「ヤツボ」は、水が冷たくてとっても気持ち
が良い場所で、竹林や木々に囲まれていると、ハイ
キングに来ているようでした。思わず野菜を買って
しまいました。大島では、溜まりが壺状の形で、８つ
あることから「八壷」と言うようになったそうです。

◎：外からの見学はできますが、敷地内に立ち入ることはできません。
★：緑区ウォーキング・マイレージのコースにも入っています。緑区ウォーキング・マイレージについては、緑区役所地域政策課（電話042-775-8801）にお問い合わせください。

第３回 緑区 ① 橋本・大沢地区 各区の
見所紹介

次回も緑区です
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今
年
の
市
自
治
会
連
合
会
視
察

研
修
会
は
、
６
月
27
日
の
夜
に
相

模
原
市
を
出
発
し
、２
泊
３
日（
車

中
１
泊
）
の
日
程
で
銀
河
連
邦
の

友
好
都
市
で
あ
る
大
船
渡
市
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
船
渡
市
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
あ
る
た
め
、
復
興
・

復
旧
の
邪
魔
に
な
っ
て
は
申
し
訳

な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
快
く
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
、「
３･

11
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
」
と
題
し
て
、
前

赤
崎
地
区
公
民
館
長
（
当
時
の
赤

崎
地
区
自
主
防
災
組
織
連
合
会

長
）
の
講
話
及
び
意
見
交
換
、
次

に
大
船
渡
市
復
興
政
策
課
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
相
模
原
市
職
員
か
ら

「
被
災
・
復
興
状
況
に
つ
い
て
」

の
説
明
を
受
け
た
後
、
被
災
の
現

場
を
訪
問
、
そ
の
後
大
船
渡
市
役

所
に
戻
り
、
戸
田
市
長
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
支
援
金
や

各
地
域
か
ら
の
支
援
金
を
お
渡
し

し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
被
災
し
た
陸
前
高

田
市
役
所
周
辺
や
奇
跡
の
１
本
松

な
ど
を
視
察
し
、
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

戸
田
市
長
か
ら
は
、
震
災
の
２

日
後
の
朝
、
大
船
渡
市
役
所
の
駐

車
場
で
、
応
援
物
資
を
積
ん
だ
相

模
原
市
の
ト
ラ
ッ
ク
を
見
た
と
き

の
感
動
し
た
思
い
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

大
船
渡
市
で
は
、
地
区
ご
と
に

公
民
館
費
を
徴
収
し
、
相
模
原
市

の
自
治
会
活
動
と
同
じ
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

大
船
渡
に
行
っ
て

印
象
に
残
っ
た
こ
と
、

　
　
　
　

  

思
う
こ
と

田
所　

昌
訓 

会
長
（
田
名
）

赤
崎
地
区
を
訪
問
し
、
震
災
直

後
か
ら
の
避
難
所
運
営
の
お
話
を

聞
き
、
改
め
て
地
域
と
絆
の
大
切

さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、

孤
立
か
ら
開
放
さ
れ
支
援
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
、
地
域
活
動
に
関
わ

ら
れ
た
方
の
下
で
役
割
が
決
め
ら

れ
、
避
難
所
で
の
生
活
に
対
し
て

の
協
力
体
制
が
短
時
間
で
出
来
た

の
は
、
日
頃
の
地
域
活
動
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。

有
泉　

健
一 

理
事
（
大
野
南
）

前
赤
崎
地
区
公
民
館
長
さ
ん
の

話
の
中
で
、
普
段
か
ら
隣
近
所
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ

と
い
う
話
に
同
感
し
ま
し
た
。
日

常
の
付
合
い
が
避
難
所
生
活
で
は

非
常
に
役
立
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
陸
前
高
田
の
荒
涼
た
る
風
景

を
目
の
当
り
に
し
て
、
こ
の
町
を

こ
の
ま
ま
終
わ
り
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
元
通
り
の
賑
や
か
な
町
を

復
興
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

津
波
に
強
い
町
と
し
て
。

澤
塚　

正
史 

理
事
（
相
模
湖
）

当
時
の
赤
崎
地
区
自
主
防
災
組

織
連
合
会
長
か
ら
聞
い
た
地
震
発

生
か
ら
津
波
で
家
屋
が
流
さ
れ
て

い
く
有
様
、
そ
の
状
況
下
で
地
域

住
民
が
ど
の
よ
う
に
避
難
し
た
の

か
、
避
難
所
設
置
や
管
理
・
運
営
、

　
　
　
　

　

大
船
渡
市
長  　

戸
田
　
公
明
　

相
模
原
市
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
昨
年
の
大
震
災
以
来
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
ご
支

援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
、
市
内
で
は
、
被
災
し
た
事

業
所
や
店
舗
の
再
開
、
仮
設
商
店

街
・
飲
食
店
街
が
賑
わ
い
を
見
せ

る
中
、
高
台
移
転
地
や
災
害
公
営

ま
た
、
死
者
が
極
少
で
あ
っ
た
理

由
が
、
毎
年
行
う
地
域
住
民
が
防

災
に
高
い
意
識
を
持
ち
、
全
世
帯

が
参
加
す
る
防
災
訓
練
に
あ
っ
た

こ
と
。
日
頃
の
訓
練
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

水
戸　

隆 

理
事
（
城
山
）

前
赤
崎
地
区
公
民
館
長
の
災
害

緊
急
時
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
素

晴
ら
し
い
。
各
地
区
の
情
報
の
共

有
化
や
緊
急
被
害
対
策
を
組
織
化

し
手
作
り
の
腕
章
で
緊
急
委
嘱
。

避
難
所
運
営
に
あ
た
り
、
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
、
力
を
出
し
合
っ

た
と
こ
ろ
等
印
象
に
残
っ
た
。「
防

災
訓
練
し
て
い
て
も
被
災
し
て
し

ま
う
。
こ
れ
で
大
丈
夫
は
な
い
。

大
丈
夫
の
油
断
が
危
険
」
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
た
。

平
林　

清 

会
計
（
光
が
丘
）

津
波
被
害
の
実
態
を
見
て
あ
ら

た
め
て
巨
大
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
し
た
。
被
害
を
受
け
た
中
で

も
、
平
時
の
防
災
対
策
の
徹
底
に

よ
り
、
最
小
限
の
被
害
に
治
め
た

地
域
も
あ
り
、
平
時
の
防
災
活
動

の
重
要
さ
を
認
識
し
た
。
我
々
の

地
域
で
予
測
さ
れ
る
災
害
は
火
災

で
あ
り
、
自
主
独
立
防
災
隊
に
よ

る
初
期
消
火
体
制
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
活
動
を
更
に
広
め

て
い
き
た
い
。

住
宅
の
整
備
を
は
じ
め
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
、
復
旧･

復
興
に
向

け
た
動
き
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

復
興
ま
で
の
道
の
り
は
遠
く
険

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
支
援
、
励
ま
し
を
力
に
、
将

来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
一
日
も

早
い
復
興
に
向
け
市
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
と
ご
多
幸
、
並
び
に
貴
連

武
井　

弘
吉 

理
事
（
小
山
）

東
日
本
大
震
災
は
、
大
津
波
災

害
で
あ
る
。
大
船
渡
市
の
例
か
ら

見
て
も
、
津
波
が
到
達
し
な
か
っ

た
地
域
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

地
域
と
何
も
し
て
い
な
い
地
域
と

の
人
的
被
害
の
差
が
大
き
い
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
全
体
的
に
津
波

対
策
が
殆
ど
実
施
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
、
被
害
を
大
き
く
し
、
原

発
事
故
も
津
波
被
害
に
よ
る
二
次

電
源
喪
失
が
原
因
だ
。

小
野
沢
良
雄 

副
会
長
（
津
久
井
）

１
年
３
ヶ
月
が
経
過
し
た
被
災

地
を
訪
れ
、
建
物
や
立
ち
木
等
の

全
て
が
濁
流
に
呑
ま
れ
た
光
景
か

ら
荒
野
を
想
像
し
た
が
、
ガ
レ
キ

は
一
部
処
理
さ
れ
、
屋
敷
跡
や
田

畑
に
草
木
が
生
い
茂
り
、
時
の
流

れ
、
自
然
界
の
育
み
を
感
じ
た
。

少
し
ず
つ
明
日
に
向
け
た
希
望
の

営
み
が
期
待
さ
れ
た
。
災
害
は
何

時
何
処
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
。想
定
外
の
出
来
事
を
予
測
し
、

平
時
か
ら
準
備
・
訓
練
を
！

岡
田　

茂
利 
監
事
（
新
磯
）

泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
が
、
周
囲
に

何
も
な
い
場
所
に
ポ
ツ
ン
と
あ
っ

た
こ
と
。
周
辺
の
地
盤
沈
下
の
影

響
で
、
道
路
が
か
さ
上
げ
さ
れ
て

い
た
こ
と
。
ホ
テ
ル
前
に
無
人
の

ス
ー
パ
ー
が
あ
り
、
壁
画
に
「
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。

昭
和
35
年
５
月
24
日
チ
リ
地
震
津

波
水
位
表
5.3
ｍ
」
の
パ
ネ
ル
が
埋

め
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
。
50
年
前

の
教
訓
が
い
き
て
い
た
か
。

小
林　

滿 

理
事
（
藤
野
）

土
台
だ
け
の
市
街
地
、
ぽ
つ
ん

と
残
っ
た
学
校
の
校
舎
な
ど
、
災

害
の
凄
ま
じ
さ
、
自
然
の
猛
威
を

直
に
感
じ
ま
し
た
。
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
、
整
然
と
秩
序
を
保
っ

て
運
営
が
で
き
た
こ
と
や
、
普
段

合
会
の
ご
発
展
を
衷
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ら
の
防
災
訓
練
が
役
に
立
っ
た

こ
と
等
の
話
が
あ
り
、
参
考
に
な

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
復
興
に
向
け
、
我
々
に
で
き

る
こ
と
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

追
切　

睦
廣 

理
事
（
麻
溝
）

大
船
渡
、
陸
前
高
田
や
海
岸
地

帯
の
被
災
地
で
は
元
の
賑
い
を
取

り
戻
す
に
は
大
変
な
努
力
が
必
要

だ
と
感
じ
た
。
復
興
に
は
地
元
の

力
だ
け
で
は
な
く
、
国
の
迅
速
な

援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
。
仮
設
住

宅
施
設
を
訪
ね
実
際
に
住
民
達
の

言
葉
を
聞
き
復
興
に
対
す
る
現
状

を
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
事
を
残

念
に
思
っ
た
。
津
波
の
強
力
な
破

壊
力
の
前
に
人
間
の
無
力
さ
を
痛

感
し
た
。

草
野　

寛 

理
事
（
橋
本
）

陸
前
高
田
の
防
波
堤
は
、
く
ず

れ
重
な
り
合
っ
て
い
て
、
海
岸
近

く
の
立
ち
木
は
、
波
が
被
っ
た
所

が
茶
色
に
枯
れ
て
、
波
の
高
さ
、

凄
さ
を
知
っ
た
。
人
が
ど
ん
な
に

つ
く
し
て
も
、
到
底
防
ぐ
こ
と
が

で
き
な
い
自
然
の
猛
威
を
我
々
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、

唯
、
そ
れ
に
備
え
る
心
の
準
備
と

日
々
の
訓
練
を
怠
っ
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
た
。

佐
藤
あ
つ
子 

理
事
（
相
武
台
）

青
く
穏
や
か
な
海
が
防
潮
堤
を

破
壊
し
、
家
を
根
こ
そ
ぎ
持
っ
て

い
っ
た
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
見
ま

し
た
。
海
沿
い
は
、
草
の
茂
っ
た

更
地
で
す
。
流
さ
れ
て
い
く
我
が

家
を
、
た
だ
見
て
い
る
し
か
な

か
っ
た
人
達
。
越
喜
来
小
学
校
児

童
を
救
っ
た
非
常
通
路
は
ゆ
が

み
、
林
の
表
側
の
木
は
枯
れ
て
い

ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で
し

た
。
１
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。

代
田　

昭 

理
事
（
中
央
）

港
の
防
潮
堤
破
壊
と
小
学
校
の

校
舎
倒
壊
が
激
し
く
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
復
興
・

復
旧
が
、
１
年
３
ヶ
月
経
過
し
た

の
に
大
変
遅
い
様
に
思
い
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
に
は
、
小
学
生
を

中
学
生
が
高
台
方
向
に
誘
導
し
、

津
波
被
害
か
ら
身
を
守
っ
た
話
を

聞
き
防
災
訓
練
の
大
切
さ
と
個
人

個
人
危
機
管
理
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
ま
し
た
。

金
子　

匡
甫 

副
会
長
（
東
林
）

被
災
地
の
方
か
ら
、
今
回
の
震

災
で
、
日
頃
の
訓
練
と
地
域
の
助

け
合
い
が
活
か
さ
れ
た
と
伺
い
、

と
て
も
印
象
深
か
っ
た
。
山
積
み

の
ガ
レ
キ
を
見
て
、
全
国
み
ん
な

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
研
修
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

絆
の
深
ま
り
を
感
じ
た
。

避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
希

望
と
勇
気
を
与
え
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
願
い
た
い
。

竹
田　

幹
夫 

理
事
（
星
が
丘
）

見
る
と
聞
く
で
は
大
違
い
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
１
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
現
状
は
、
全
く
復
興

の
影
す
ら
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

大
き
な
津
波
に
襲
わ
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
は
そ
の
ま
ま
手
付

か
ず
、
ガ
レ
キ
の
山
に
は
草
が
生

え
、
民
家
の
跡
は
境
界
も
何
も
な

い
平
原
。
復
興
に
は
末
永
い
義
援

「
自
治
会
報　

さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活
動
・

話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら

　
● 

編 

集 

委 

員

金
で
、
被
災
者
を
勇
気
付
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

矢
沢　

静
雄 

理
事
（
大
野
中
）

日
頃
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て

報
道
さ
れ
て
い
る
事
を
自
分
の
目

で
確
か
め
た
こ
と
の
意
義
は
大
き

い
。
震
災
か
ら
１
年
３
ヶ
月
、
あ

の
膨
大
な
ガ
レ
キ
の
話
が
な
か
な

か
前
に
進
ん
で
行
か
な
い
。
考
え

方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
る
が

「
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
く
」

此
の
事
に
尽
き
る
と
思
う
「
被
災

地
の
今
」
を
し
っ
か
り
考
え
伝
え

る
事
の
必
要
性
を
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

八
木　

次
夫 

監
事
（
大
沢
）

今
回
の
研
修
会
で
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
海
抜
0
ｍ
に
建
つ
越

喜
来
小
学
校
３
階
建
て
校
舎
の
全

て
が
津
波
に
の
み
込
ま
れ
つ
つ
も

児
童
・
教
職
員
が
全
員
無
事
に
避

難
さ
れ
た
こ
と
だ
。
こ
の
要
因
は

設
置
し
た
津
波
避
難
用
非
常
通
路

で
の
迅
速
な
避
難
と
日
頃
か
ら
の

訓
練
が
活
か
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

こ
の
教
訓
は
、
私
達
の
地
域
で
防

災
活
動
を
推
進
す
る
為
の
一
助
と

な
っ
た
。

 

間
一
髪
、
児
童
・
教
職
員
の

命
を
救
っ
た
非
常
通
路
　

校
舎
の
脇
の
県
道
側
は
、
高
さ

約
５
ｍ
の
が
け
。
従
来
の
避
難
経

路
は
、
い
っ
た
ん
１
階
か
ら
校
舎

外
に
出
て
、
約
70
ｍ
の
校
舎
前
の

坂
道
を
駆
け
上
が
っ
て
県
道
に
行

き
、
さ
ら
に
高
台
の
三
陸
駅
に
向

か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
津
波

が
来
た
時
に
子
ど
も
が
１
階
に
下

り
て
い
た
ら
間
に
合
わ
な
い
。
２

階
か
ら
直
接
坂
の
上
に
出
た
方
が

早
い
と
、
校
舎
２
階
と
校
舎
の
前

の
道
路
を
つ
な
ぐ
津
波
避
難
用
の

非
常
通
路
が
完
成
し
た
の
は
４
ヶ

月
前
の
11
月
。
翌
年
３
月
11
日
の

地
震
直
後
、
非
常
通
路
か
ら
が
け

の
上
に
出
て
、た
だ
ち
に
高
台
へ
。

児
童
・
教
職
員
が
全
員
安
全
な
場

所
に
避
難
が
完
了
し
た
直
後
に
校

舎
は
津
波
に
の
み
こ
ま
れ
た
。

河
本
　
　
博
　
有
泉
　
健
一

	

（
大
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大
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佐
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正
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（
相
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（
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田
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賢
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（
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新
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星
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久
保
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大
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恵

	

（
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名
）	

（
大
野
南
）

小
川
　
政
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（
相
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台
）

津波避難用の非常通路越喜来小学校校門前

各地で見られたガレキの山

被災した陸前高田市市役所周辺

「被災・復興状況について」の説明に聞き入る

避難所のお話に聞き入る

越喜来小学校体育館

赤崎地区公民館周辺

8 月に開催された「盛町灯ろう七夕まつり」の様子

破壊された防潮堤


